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 「虫グループ」の子どもたちが出かけたのは、多摩

川の河川敷の草原である。子どもの丈ほどの野草が茂

り、バッタ類が好む環境になっている。子どもたちは

「折り畳みの捕虫網」を持って、嬉々として虫を追い

かけていた。 

 
 たくさんの昆虫に出会えたようだが、中でも「ピン

クのキリギリス」との出会いには、非常に興奮したよ

うだ。 

 
 これが捕獲直後の「ピンクのキリギリス」の様子だ。

全身が見事にピンク色で、目や触角までピンク一色に

染まっている。NHK に出ていた「ピンクのショウリ

ョウバッタ」も、捕獲直後は目までピンクだったが、

時間が経つにつれて、徐々に茶色に変化していったと、

つかまえた小学生は語っていた。 

 
 ピンクのキリギリスを捕まえた女児が、翌日に実物

を学校に持ってきてくれた。手前の普通のバッタと比

較すると、その「ピンク度」が際立っている。 

 

 私は最初に見た時に、一瞬「サクラエビ」だと思っ

た。しかしよく見ると、脚が６本あり、空気中で動き

回っている。まぎれもなく昆虫だ。 

 
 多摩川で指導してくださった専門家によると、多摩

川の河川敷ではピンクのキリギリスは特別に珍しい

ものではなく、一定の割合で存在するらしい。こんな

目立つ虫が草の中にいたら、短期間で淘汰されそうな

気もする。一体どんな自然のメカニズムでこんな珍妙

な変異が発生したのだろうか？ 


